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認知症相談（連携）医とは 

 

 認知症相談医とは、認知症についてプライマリーケアの視点から相談や診察と治療(介護を含む)

を行える医師のことを指しています。もの忘れを主訴で受診された患者さん、あるいはすでに認知

症と診断されている患者さんに対して、その臨床的な診断・介護の必要性などの情報を患者さんや

家族に提供できる医師のことです。もちろん認知症専門医ではありませんので、認知症に関するす

べてをカバーすることを求められるわけではありません。認知症専門医、認知症専門医療機関と緊

密なネットワークを構築した上での認知症相談医とします。従って診断に苦慮する患者さんに関し

ては認知症専門医療機関との間で病診連携をとりながら、これまで通りの特に身体的治療などに関

しましては継続してご加療いただく必要があります。そこで認知症に関しては認知症専門医療機関

と、ケアについては地域行政（地域包括支援センター・保健所など）、各種福祉施設（デイサービ

ス・グループホーム・小規模多機能施設など）との連携を取りながら長期のフォローに関しまして

役割の継続に特別変わることはございません。 

   ＜認知症相談（連携）医の主な役割＞ 

    ①早期段階での発見 

    ②専門医への受診誘導 

    ③認知症診療、 

    ④身体健康管理 

    ⑤生活に関するアドバイス 

    ⑥家族・介護者への相談・支援 

    ⑦介護・福祉各施設との連携   など 
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